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この度イベロアメリカ研究所では、バルバラ・クノック・デ・アラトン氏（グアテマラ・バジェ大学准教授及
びグアテマラ・イシチェル織物博物館研究員）をお迎えし、講演会を開催いたします。	
  
クノック氏は長年にわたり、グアテマラに暮らすマヤ系先住民の織物・伝統衣装の研究に従事されてこられま
した。グアテマラは中米の中で、伝統衣装を身にまとうマヤ系先住民が多く暮らしている国です。その鮮やかな
彩りは、グアテマラに足を踏み入れる誰をも魅了し続けています。	
  
今回は、私たちにあまりなじみのないグアテマラ・マヤ系先住民の織物と伝統衣装文化を、彼女が 2002年から

2012 年の間に行った現地調査を通して紹介していただきます。そして、先スペイン期から脈々と育んできた織
物・伝統衣装文化が、現代文明の波に洗われるなかでどのような変容をおこしてきたのか、またマヤ系先住民と
変容する織物と伝統衣装の関係に、自らの伝統を存続させていこうとする姿勢が見て取れることについて解りや
すく解説していただきます。	
  
万障お繰り合わせの上、ご来場ください。	
  

 
 

日 時:	
   2012年 12月 6日（木）午後 5時 30分～7時 30分	
  
Horario:	
   Diciembre	
  6,	
  17:30	
  –	
  19:30	
  
場 所:	
   上智大学中央図書館 9階 911会議室	
  
Lugar:	
   Sala	
  911	
  (piso	
  9),	
  Biblioteca	
  Central,	
  Universidad	
  Sofía	
  
使用言語:	
   	
   スペイン語（通訳なし）	
  
Idioma:	
   Español	
  

	
  

参加費無料／予約不要・Entrada	
  Libre	
  
	
  

主催:	
   上智大学イベロアメリカ研究所	
  

Instituto	
  Iberoamericano,	
  Universidad	
  Sofía	
  

〒102-­‐8554千代田区紀尾井町 7-­‐1	
  

Tel:	
  03-­‐3238-­‐3530	
   	
   E-­‐mail:	
  ibero@sophia.ac.jp	
  


